
かぶりの締固めとスぺーディングがコンクリート構造物の表層品質に及ぼす影響 
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１．目的  

 コンクリート構造物の表層品質は，打ち込まれるコンク

リートの配合や養生方法はもとより，かぶりの施工方法に

影響を受ける．今回，実規模大の壁部材の構築において，

細径長尺バイブレータ 1）を用いたかぶりの締固めと表面気

泡抜き取り装置 2）を用いた型枠際のスぺーディングを実施

した．本稿では，これらの作業が表層品質に及ぼす影響に

ついて，定量的な評価を行った結果について記す． 

２．検討概要 

 実規模試験体の概要を写真－1 に，使用したコンクリー

トの配合を表－1に示す．評価の対象は，厚さ 1.5ｍ，高さ

3.0ｍ，延長 9.0ｍ，かぶり 70mmの壁である． 

コンクリートの施工状況を写真－2 に，かぶりの締固め

方法（評価 Case）を表－2に示す．打込みは，ブームを用

いた圧送により行い，先端に扁平ゴムホースを取り付け，

自由落下高さを 50cm 以下に制御した．打込み位置の間隔

を２ｍ（延長９ｍに対して５箇所），１層の打上がり高さを

50cmとし，6層で 3.0ｍを打ち上げた．締固めには，φ50mm

のバイブレータ３本を用い，１本を筒先の山崩しに，他の

２本を筒先周囲の締固めに用いた．バイブレータは 50cm間

隔で挿入し，１箇所の締固め時間は 10秒間を目安とし，コ

ンクリートがかぶりに行き渡り，十分に締め固まったことを目視

にて確認した（CaseＡ）．CaseＢでは，その 30 分後にかぶりをφ

30mmの細径長尺バイブレータで１箇所５秒，60cm間隔で締め固め

た．さらに，CaseＣでは，それを追いかけるように表面気泡抜き

取り装置を型枠際に挿入し，スぺーディングを行った．打重ね部

ではこれらの器具が前層に 10cm挿入するように管理した．外気温

は 15℃～21℃，打重ね時間間隔は 40～50分であった．  

評価項目を表－3に示す．表層目視試験 3)は，脱型２日後（材齢

8 日）に実施し，コンクリート主任技士 3 名を含む合計 8 名の技

術者で採点した．テストハンマー法による表層の圧縮強度の推定

および Torrent 法による表層透気係数の測定は，材齢 670 日に実

施した．これらの２つの測定は，打重ねのない一般部（高さ 30cm

の位置）と打重ね部（打重ね線を跨ぐ高さ 50cmの位置）の２カ所

で実施した． 

３．検討結果 

脱型面の状況を写真－3に，表層目視評価の採点結果を図－1に示す．いずれの Caseも全ての評価項目が 3点以上の良

   
写真－1 実規模試験体の概要 

 

表－1 コンクリートの配合（27-12-20BB） 

 
 

   

写真－2 コンクリートの施工状況 

スランプ 空気量 W/C s/a 単位量（kg/m
3
）

（cm） (%) (%) (%) W C S1 S2 G Ad

12 4.5 52.2 46.9 168 322 546 293 960 3.22

W：地下水，C：高炉セメントB種（密度3.04g/cm
3
），S1：砕砂（表乾密度2.63g/cm

3
）

S2：山砂（表乾密度2.59g/cm
3
），G砕石2005（表乾密度2.65g/cm

3
），Ad：AE減水剤

打込み状況 かぶりの締固め 気泡抜き取り 

【壁配筋図】 

（単位：mm） 
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表－2 かぶりの締固め方法（評価 Case） 

 
 

表－3 評価項目 

 
 

Case 細径長尺バイブレータ 表面気泡抜き取り装置

A 使用せず

B

C 【使用】　エリア全面の型枠際

使用せず

【使用】　60cm間隔，10秒/箇所

評価項目 評価方法 材齢 摘　要

美 観 表層目視試験3) 8日 標本に基づいて採点（1～4点）

強 度 テストハンマー法 670日
反発硬度から強度Fcを推定
Fc＝-18.0+1.27×反発硬度

透気性 Torrent法 〃 表層透気係数を算出
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好な評価点であったが，打重ね線と表面気泡で有意な差が認められ，CaseＡ

＜CaseＢ＜CaseＣの順で評価点が高くなった（打重ね線：3.0→3.2→3.7，表

面気泡：3.3→3.5→3.7）．細径バイブレータでかぶりを締め固めることで，

下層と上層の打重ね部の一体化と表面気泡の排出に繋がることが示された．

また，スぺーディングを行うことで，更なる改善が図れることが示された． 

推定圧縮強度を図－2に示す．推定圧縮強度は，25点の反発硬度の平均値

から JSCE-G504の算定式に基づいて算出した（表－3）．打重ねのない一般部

に対して，打重ね部の推定圧縮強度が 2～3N/mm2程度小さくなった．これは，

打込み１層の中でブリーディング水が型枠際を上昇すること，層の上面に滞

留したブリーディング水が新たに打ち重ねられたコンクリートによって型

枠際に移動すること，その水が打重ね部付近に滞留したことよるものと推察

された．ただし，かぶりに振動締固めを行った CaseＢでは，打重ね部の強度

が一般部に近い値となっており，打重ね部の品質確保に寄与していた．なお，

CaseＣの打重ね部の強度が CaseＢよりも小さくなり，今回の実験ではスぺー

ディングは必ずしも打重ね部の表面強度に寄与しない可能性がある． 

表層透気係数の測定結果を図－3 に示す．表層透気係数は，推定圧縮強度

と同様の傾向を示し，一般部では，CaseＡ＞CasaＢ＞CaseＣの順で透気係数

が小さく，緻密性が向上していた．また，打重ね部は一般部に比べて透気係

数がやや大きく，前述したブリーディング水の影響が測定結果に現れたもの

と思われる．かぶりに振動締固めを行わなかった CaseＡの打重ね部では，透

気係数の測定を行うことができなかった．これは，写真－4 に示すように，

CaseＡでは打重ね線が経年の乾燥の影響により，微細なひび割れへと進展し

ており，Torrent 法による試験において，チャンバー内の気密性が確保でき

なかったためである．このことからも，今回の実規模部材では，かぶりの締

固めが表層の品質確保に重要な役割を果たしたと評価できる． 

４．まとめ 

締固め 30 分後に再度，細径長尺バイブレータを使用してかぶりを締め固めることによって，コンクリート表層部の圧

縮強度が約 10%向上し，透気係数が約 50%改善した．このことから，かぶりの締固めはコンクリート表層品質の向上に有

効であることが確認された．特に打重ね部の改善効果は大きく，ひび割れの抑制にも有用であった． 
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CaseＡ            CaseＢ           CaseＣ 

写真－3 脱型面の状況（代表例）                  図－1 目視評価の採点結果 
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図－2 表層の推定圧縮強度 

 

 
図－3 表層透気係数 

 

 
写真－4 打重ね線の微細ひび割れ 
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